


１.目 的 

 早産未熟児の聴覚の発達に関する研究は少く,その実態は明らかではない。われわれはこ

の 3年間,この問題を明らかにすべく研究してきた。他覚的検査方法と,行動心理学的な方

法を同時に用いることで,それまで明らかでない問題を究明したいと考えた。 

 これまでの乳幼児の聴覚の発達の研究は,聴性誘発電位による他覚的な検査方法を用い

る場合が多い。特に脳幹の聴覚伝導路に起源を持つ,auditry brainstem respcuse(ABR)は

脳幹の成熟過程や脳幹の損傷や,末梢性難聴の診断が可能であるために,正常児や早産未熟

児の脳幹の発達および high risk 児の脳幹障害や難聴の診断と評価に用いられることが

多い。 

 一方,ABR より歴史は古いが,内側膝状体から一次皮質レベルに起源があると推定されて

いる,middle latency component (MLC) や大脳の非特異的な投射路に超源を持つと推測さ

れる slow vertex response(SVR)も新生児や早産未熟児の診断と評価に利用されている。 

  行動心理学的な聴覚の検査方法で,新生児より 12 ヶ月程度の幼児が対象となる方法は

Behavioral observation audiometry (BOA) や Conditioned orientation reflex 

audiometry のような音刺激に対して反応した時の各種の聴性行動反射を観察し評価する

方法がある。 


